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はじめに 

ヒナコウモリ Vespertilio sinensis はアジア東部に分布する

コウモリで，日本では北海道から九州にかけて記録されてい

る（Fukui，2015）．埼玉県内においては，これまで秩父市，

皆野町，長瀞町，寄居町，上里町，本庄市，深谷市，熊谷市，

行田市，鴻巣市，桶川市，入間市の12市町で記録されており

（大沢ほか，2014；大沢ほか，2012；大沢ほか，2018；埼玉

県，2008；鈴木，1978），そのうち秩父市，皆野町，長瀞町，

寄居町，入間市を除く7市町は，新幹線高架の隙間をねぐら

にしていた記録である． 

 久喜市においては，これまで著者らがコウモリ調査を行っ

ているが（大沢ほか，2014；大沢・大沢，未発表），それらを

含めてもヒナコウモリの記録はない． 

 本稿では，これまでに記録のなかった久喜市内の新幹線高

架において，写真撮影と捕獲調査によって生息を確認し，合

わせて幼獣を認めることができたので報告する． 

調査地および方法 

生息状況調査：東北新幹線（埼玉県久喜市，茨城県五霞町・

古河市内の約20km）の高架を調査地として，橋脚や橋桁の隙

間（以下，スリット）におけるヒナコウモリのねぐらとして

の利用の有無について調査を行った（図1）．調査は2018年6

月14日および6月30日の２日間で行った．新幹線高架沿い

の側道を低速で走行し，ヒナコウモリのねぐらにおいて日中

聞こえることの多い可聴音とバットディテクター（Magenta

社Bat5 Digital Bat Detector）による20kHz周辺の音声，落下し

たフンにより生息の可能性のあるスリットを計41カ所把握し，

そのスリットの直下からデジタルカメラ（OLYMPUS OM-D 

E-M1markⅡ）により写真撮影を行いヒナコウモリの有無を確

認した．また，ヒナコウモリを確認できた地点については，

出巣後の時間帯にも写真撮影を行い，幼獣の有無を確認した． 

カウント調査：生息状況調査により，ヒナコウモリのねぐら

が確認されたスリットにおいて，日没前後の時間帯に目視も

しくはナイトショット機能を用いたビデオ撮影（SONY HDR- 

CX900）により2018年6月30日および2018年7月16日の

２日間で出巣する個体数をカウントした． 

捕獲調査：ヒナコウモリのねぐらが確認されたスリットにお

いて，2018年8月13日に，カスミ網を用いて捕獲を試みた．

なお，捕獲にあたっては，環境省（環関地野許第1803131号）

及び埼玉県（みどり第1438-1-1号から4号）の許可を得て行

った． 

結  果 

生息状況調査 

2018年6月14日及び6月30日に調査した結果，五霞町及

び古河市においてはヒナコウモリのねぐらは見つからなかっ

たが，6月14日に久喜市北部（北緯36.1124°東経139.7071°，

図1）において，高架東側のスリットで20頭以上，西側スリ

ットで35頭以上のヒナコウモリを認めた．この2つのスリッ

トは同じ橋脚の東西両側に位置し，内部でつながっている可

能性がある．ここではAスリット東・Aスリット西として表

現する（図2）．6月30日，出巣がほぼ終了した19時30分頃，

Aスリット西内を写真撮影したところ，中に残された50頭以

上の幼獣を確認した（図3）．  

今回，ヒナコウモリを確認したA スリット西は奥行き30 m，

Aスリット東は奥行き250 mの空き地とそれぞれ500 mほど

の区間に渡って隣接していた（図2）． 
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カウント調査 

6月30日は19時20分に調査地に到着したときに既に出巣

が始まっていたが，その後19時20分から19時33分の間に，

Aスリット西から約500頭が出巣するのを目視により確認し

た．カウントはできなかったが，Aスリット東からも10頭以

上のコウモリが出巣しているのが確認された． 

7月16日19時15分から20時21分，東側からはAスリッ

トの一つ南寄りのスリット東側（以下Bスリット東）（図2）

から90頭（目視により確認），西側については，Aスリット

西から453頭（目視及びビデオ撮影により確認），計543頭が

出巣した．なおAスリット東からの出巣は認められなかった． 

捕獲調査 

8月13日，ヒナコウモリが確認されたスリットのうちAス

リット西においてカスミ網による捕獲調査を行った結果，出

巣したコウモリのうち3頭を捕獲し，計測結果と暗褐色に白

色様の毛が混ざり霜降り状の毛色から3頭ともヒナコウモリ

であることを確認した（表 1，図4）．また，中手骨・第一指

骨間の関節の化骨化度合いから3頭とも幼獣と判定された．

捕獲したヒナコウモリは，計測後直ちに放獣した． 

考  察 

埼玉県におけるヒナコウモリの出産哺育コロニーは，上越

新幹線沿いに鴻巣市から群馬県境まで広く見られるが（大沢

ほか，2014；大沢ほか，2013），今回の調査において，6月30

日に成獣が出巣した後のねぐらに幼獣が残されていることを

観察しており，県北東部に位置する久喜市北部での新たな出

産哺育コロニーを認めた． 

東北新幹線高架については，出産哺育期の2011年8月6日

に県内全域を調査し，今回ヒナコウモリが認められたAスリ

ット東・西及びBスリット東についても直下から写真撮影等

を行っているが，当時，ヒナコウモリは認められなかった（大

沢・大沢，未発表）．このため，この数年の間に500頭を越え

る出産哺育コロニーが新たに形成されたと考えられる． 

東北新幹線高架においては栃木県（安井ほか，2016），宮城

県及び岩手県（作山ほか，2007；作山ほか，2008）で生息が

確認されており，埼玉県に近い地点としては，約90km離れ

た栃木県那須塩原市において出産哺育コロニー（安井ほか，

2016）が，越冬期の4月には約30km離れた栃木県下野市に

おいて生息が確認されている（安井，2018）． 

今回の調査地点においても， 7年間の間に新たにヒナコウ

モリが確認できるようになったことから，ヒナコウモリの東

図1．調査地 
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北新幹線高架の利用が広がっているのであれば，今回ヒナコ

ウモリを確認できなかった茨城県を含む他地域で発見される

可能性も考えられる．ヒナコウモリの生息域を明らかにする

ために，今後高架の利用範囲についてや，また今回確認され

た地点での越冬状況について，観察・調査を継続する必要が

ある． 
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図2．ヒナコウモリの生息が確認されたスリットとその周辺の環境 

図3．スリット内のヒナコウモリ幼獣 

図4．捕獲されたヒナコウモリ（左：頭部，右：背面） 

表1．捕獲されたヒナコウモリの計測値 

個体番号 右前腕長(mm) 性齢 体重(g)
1 49.6 ♀J 19.6
2 46.4 ♀J 19.2
3 48.4 ♀J 13.5

J :当年生まれの幼獣
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